
ルールテイカーから、
世界を動かす未来のルールメイカーへ
～新市場創造型標準化制度セミナー～

講演３『NITEの標準化支援の取組みについて』

独立行政法人製品評価技術基盤機構
（National Institute of Technology and Evaluation）

企画管理部イノベーション支援課 主査 福田 淳
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お話しの流れ

１．ＮＩＴＥのご紹介
２．「チームＮＩＴＥ」のご紹介（イノベーション支援活動）
３．標準化・適合性評価制度構築支援
      3-1．適合性評価とは？

3-2．具体的な支援内容

４．研究開発・新技術社会実装支援 ※配布資料のみ

①行政執行（国の法執行や政策の実現）を技術的にサポートする組織が
イノベーション支援を行っています！
→技術の社会実装、製品・サービスの普及を見据えた支援を提供！

②技術や製品における「新たな価値軸」を作り差別化を図る上で、
知財と一体で標準(規格)や認証を考えいくことが重要です！
→公的認定機関を有するNITEが規格の活用や認証制度の構築を支援！

【本日お伝えしたいこと】



１．ＮＩＴＥの組織、業務概要
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ＮＩＴＥってどんな組織？
⚫ 製品評価技術基盤機構法（機構法）により設置された経済産業省所管の行政執行法人です。
⚫ 工業製品の技術的評価と品質に関する情報の収集、提供等を通じた、

工業製品の品質の向上、安全性の確保により、産業の発展に貢献することが目的です。
⚫ 簡単に言えば、「経済産業省の業務のうち、安全、品質に関わる業務を技術面から
サポートしている組織」です。
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ＮＩＴＥの組織図 製品安全センター（大阪市）

（大阪・東京）

（大阪・東京）

長谷川 史彦
（前 東北大学未来科学技術共同研究センター センター長）

理事長 監事

理事

監査室

デジタル監

北海道支所

東北支所

中部支所

北陸支所

中国支所

四国支所

九州支所

企画管理部

（東京）

（群馬県桐生）

燃焼技術センター

本所（東京都渋谷区）

国際評価技術本部

化学物質管理センター

認定センター

製品安全センター

バイオテクノロジーセンター
（千葉県木更津市）

（かずさアカデミアパーク内）

（東京）

（2名）

（２名）

（16名）

（52名）

（57名)(大阪・東京)

（66名）

（51名）

（81名）

（2名）（札幌）

（4名）（仙台）

（10名）（名古屋）

（4名）（金沢）

（1名）（広島）

（1名）（高松）

（4名）（福岡）

（組織名の後の括弧内数字は常勤職員数、令和6年4月１日現在）

（2名）

（木更津・東京）バイオテクノロジーセンター （74名）

リスクマネジメント推進統括官 （4名）
大型蓄電池試験施設（大阪市）
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１．製品安全分野

製品事故に関する情報を調査、分析し、再発・
未然防止やリスクの低い製品開発に向けて必要
な情報を発信します。

２．化学物質管理分野

３．バイオテクノロジー分野

化学物質の人の健康や環境に影響するリスクの
低減に貢献するとともに、国際社会の変化に柔
軟に対応した化学物質管理制度の構築に向けた
支援を行います。

生物資源や遺伝子組換え技術の産業利用におけ
る安全確保と、生物資源及び関連情報の利活用
によるイノベーション促進により、バイオ産業
の持続的な発展を支援しています。

４．適合性認定分野

公的認定機関として、試験所・校正機関・製品認
証機関・標準物質生産者を国際規格に基づいて認
定し、試験・校正データの信頼性や製品の品質を
支えています。

５．国際評価技術分野

６．マネジメント分野

大型蓄電池システムなど戦略的技術分野における、
先進的な技術・知見等を活用した評価技術の開発、
国際標準の提案、認証基盤の整備等や電気保安行
政支援を行います。

トップマネジメントによるNITE全体の戦略立案
をするとともに、職員が働きやすい場となるよう
人事・会計・情報システム等の観点から支援して
います。

ＮＩＴＥの業務分野の全体像
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２．チームＮＩＴＥ
～ＮＩＴＥのイノベーション支援の取組み～
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⚫ 国民と産業界（事業者）等に対して、社会・経済の制度構築と、イノベーション支援のための活
動を車の両輪としてバランス良く取り組むことで、安全・安心な国民生活の実現と健全で持続性の
ある産業発展に貢献する。

■各分野で取り組むイノベーション支援の例

➢新製品の安全リスクを評価するためのツールの開発・提
供（製品安全）

➢イノベーション促進のための新規化学物質の規制合理化
に向けた技術検討（化学物質管理）

➢グリーンイノベーション基金への参加と関係者との連携
体制（GIフォーラム）の構築（バイオテクノロジー）

➢適合性評価を通じた事業者の新規市場獲得を支援する新
規認定分野の開拓（適合性認定）

➢車載用も含めた新たな蓄電池開発を支援するための共同
試験の実施（国際評価技術）

（中期方針より）

ＮＩＴＥのビジネスモデル
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（チームNITEの体制）各支所含め、オールNITEで対応 （チームNITEの強み）

⚫ NITEでは、企業・産業のイノベーション創出を支援する取組を「チームNITE」と名付け推進。

⚫ 2024年4月からは、これまでのイノベーション支援の取組を一本化し、オールNITEで取り組む新たな
「チームNITE」を実施。具体的には、以下の2つの支援を実施。

①標準化・適合性評価制度構築支援：標準化や認証・認定などの適合性評価制度の構築により、有望な技術や製
品の実用化を支援する取組

②研究開発・新技術社会実装支援：NITEが有するスキルやノウハウを活かし、個社が抱える、自社製品の安全性な
どに関する問題の解決を図る取組 ※旧 NICE(イノベーション協創プログラム)」

⚫ 各分野（製品安全、化学物質管理、バイオテクノロジー、適合性認定、国際評価技術）横断で対応。
事業者のニーズを踏まえ、各地域の支所も含めNITEの総合力を発揮し事業者のイノベーションに貢献。

「チームＮＩＴＥ」～イノベーション支援活動～

（チームNITEの取組イメージ）
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３．標準化・適合性評価制度構築支援
3-1．適合性評価とは？
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試験 監査（審査） 検査 認定／認証

要件
（基準、仕様、

条件）
評価

マーク、
証明書等

満たしているか
（適合しているか）

のチェック

適合性評価とは
⚫ 製品、プロセス、システム又は要員が該当する要件に適合しているかを評価する行為。
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試験 監査（審査） 検査 認定／認証

要件
（基準、仕様、

条件）
評価

マーク、
証明書等

コンセンサス

データＡ

データＢ

データＣ

標準化

標準化あっての適合性評価
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新製品が登場すると

Ａ社製品

消費者

しばらくすると･･･

Ｃ社製品Ａ社製品

消費者

一定基準以上

Ｂ社製品

＜評価軸＞
• 一番安い
• A社製品が好き
• 発売時期が新しいもの
がいい

• 安全に使える
• 品質が一定基準以上
• 環境負荷が少ない

等

選択の余地
なし

選べる･･･でも、
どれにしよう？

適合性評価のビジネスへの活用
～製品の購入から考えてみる～
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客観的に評価した情報が

あればどうだろう？

• 一番安い

• XX社製品が好き

• 発売時期が新しいものがいい

• 安全に使える

（XX安全性試験 済、･･･）

• 品質が一定基準以上

（XX検査合格、XX監修、XXとの共同開
発、･･･）

• 環境負荷が少ない

（リサイクル原料使用、持続可能性配慮、
CO2排出削減貢献、･･･）

自分で判断
できない

消費者自身で判断できる（主観）

消費者自身で判断できない評価軸の情報
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客観的に評価した情報～アパレル製品を例に～

Ａ社 Ｂ社

Ｃ社
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・製品購入における評価軸として「主観の情報」(価格 等)と「自身では判断ができない(難しい)
情報」(品質、安全性 等)があり、それらを総合的に判断して決めるケースがある。

・「自身では判断ができない(難しい)情報」であっても、「ある基準に対しそれを満たしている
か」を客観的に評価した結果が付与されると判断ができる(しやすくなる) 。

・昨今は「自身では判断ができない(難しい)情報」の中でも環境配慮に関する情報などはその製品
の付加価値となり、購買動機につながる可能性がある。

客観的に評価した情報は製品の選択を左右する
Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

⇒ある基準に対してそれを満たしているか（＝「適合」しているか）を客観的に「評価」する
ことが「適合性評価」。
⇒⇒適合性評価の情報が製品の選択における判断ツールとして使える。
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原料

製造

流通

販売

購入、調達

信頼性

信頼性

信頼性

信頼性

適合性評価

適合性評価

適合性評価

適合性評価

消費者が製品やサービスを購入するとき

消費者自身で判断できる（主観）

＜評価軸＞

・一番安い

・XX社製品が好き

・発売時期が新しいものがいい

・安全に使える

（XX安全性試験済、…）

・品質が一定基準以上

（XX検査合格、XX監修、XXとの共同開発、…）

・環境負荷が少ない

（リサイクル原料使用、持続可能性配慮、

CO2排出削減貢献、…）

「ある基準に対しそれを満たしているか」を
客観的に評価した結果があれば判断できる

適合性評価に関する情報が製品の選択

における判断ツールとして使える

供給者（売る側）の視点でみた適合性評価

製品の選択において自社製品が有利になるよ
う、適合性評価に関する情報を提供する（自
社製品の特色が際立つような基準、標準に対
しそれを満たしたものであること示す）こと

で他社製品との差別化につなげる！

自分で判断
できない



３．標準化・適合性評価制度構築支援
3-2．具体的な支援内容
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⚫ 関係事業者が、標準化や認証・認定などの適合性評価制度の構築を支援することにより、有望
な技術や製品の実用化を推進する取組。

⚫ 地方支所も含めたNITEのネットワークを活用し、適合性評価制度の活用が有望な案件を発掘
し、NITE企画管理部、国際評価本部、認定センターが連携して支援を実施。
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【概要】標準化・適合性評価制度構築支援



具体的な支援内容
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②既存の規格に自社製品にあった独自のモノサシを追加提案
～人工構造タンパク質繊維～
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③規格が存在しない場合、独自のモノサシを設定
～ファインバブル～

出典：一般社団法人ファインバブル産業会「「日本型標準加速化モデル」と
ファインバブルISO戦略活動の現状及び今後の展望」ページより
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４．研究開発・新技術社会実装支援
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スキル
保有する特許をリスト化しオープンに

例)ファインバブル測定法
業界団体と提携し、指定試験
機関に対し、試験技術を移転

モノ
試験設備等の外部利用、
微生物の提供

例）試験設備の外部利用
製品事故の原因究明等に用いる
機器を製品開発で利用可能に

ヒト（人材）
NITEから各分野の専門家を派遣

例）講師、委員等の派遣
NITE各分野で受諾可能な内容、
謝金・旅費を明示

データ
保有情報を「法規制、研究開発支援、
画像・動画」に分け提示

例）プラットフォームの整備
製品事故情報、微生物資源情報等
NITEにしかない“宝の山”

VOC等放散測定大形
チャンバーシステム製品事故の解析

測定の様子 委員会の様子

ソリューションの種別：設備利用、講師派遣、共同事業／研究、技術相談

NITEが有するデータ（情報、データベース）、モノ（試験設備、生物資源）、スキル（技術、特
許）、ヒト（専門家等の人材）と、豊富な経験で培ったノウハウを組み合わせ、技術相談や共同研
究等を通じソリューションを提供。
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【概要】研究開発・新技術社会実装支援



支援事例はこちら
25

支援の例



これってNITEに相談すると
よいかも？と思ったら

⚫チームNITEホームページ
https://www.nite.go.jp/nite/innovation/index.html

⚫メールアドレス
team_nite@nite.go.jp
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